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平成 23，24 年度に岡山大学病院で初期臨床研修を行った研修歯科医 66 名に研修開始時および修了
時に 7 分間で慢性症状に心理的不安を有した患者との設定の SP との初診時医療面接を実施させ、そ



































できなかったため SP 評価が低下したと思われた。 
 
【結 論】 
研修歯科医は 1年間の臨床研修を経験し，初診時医療面接において患者背景や心理的不安を探求
するよりも病歴聴取を優先するようになることが明らかになった。さらに，質問と確認を多用した
コミュニケーションを行うようになることから，手際よく医療面接を進めるように変化することが
示された。一方，患者の不安や心配を把握することが重要視されないことで，患者との良好な関係
構築の面で問題が生じる可能性が示唆された。本研究より，歯科医師としての知識や技術面での成
長を導く現行教育とともに，より良い患者－歯科医師関係を構築するために心理社会的背景にまで
配慮することも含めたコミュニケーション教育の必要性が認められる。  
 論文審査結果の要旨 
 
  
